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国・県の減災対策協議会の統合
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これまで国・県それぞれで設置していた減災対策協議会について、令和元年5月29日付
けで県減災協議会を廃止し、同日、国・県が事務局となる水系ごとの協議会に統合する。
吉井川・旭川・高梁川水系大規模氾濫時の減災対策協議会について規約を改正

 

＜Ｈ３０．１２．２６まで＞ 

協議会名 
岡山県減災協 

（事務局：県） 

高梁川水系減災協 

（事務局：国） 

吉井川・旭川水系減災協 

（事務局：国） 

構成市町村 
全市町村、国道事務所、

気象台 

倉敷市、総社市、浅口市、早島町、 

国道事務所、気象台 

岡山市、赤磐市、瀬戸内市、和気町、

備前市、国道事務所、気象台 

対  象 県管理区間 国直轄区間 国直轄区間 

  

                        ・高梁川水系減災協を国と県で統合 

＜Ｈ３０．１２．２７から現在＞ 

協議会名 
県減災協 

（事務局：県） 

高梁川水系減災協統合 

（事務局：国、県） 

吉井川・旭川水系減災協 

（事務局：国） 

構成市町村 
全市町村、国道事務所、

気象台 

倉敷市、総社市、浅口市、早島町、井原

市、高梁市、新見市、矢掛町、中国電力、

中国四国農政局、国道事務所、気象台 

岡山市、赤磐市、瀬戸内市、和気町、

備前市、国道事務所、気象台 

対  象 県管理区間 国直轄区間・県管理区間 国直轄区間 

                        ・県減災協議会を解散 

                        ・吉井川・旭川水系減災協議会を水系ごとに分解、国と県で統合 

＜Ｈ３１出水期までに（予定）＞ 

協議会名 
県減災協 

（事務局：県） 

高梁川水系減災協統合 

（事務局：国、県） 

旭川水系協議会統合 

（事務局：国、県） 

吉井川水系減災協統合 

（事務局：国、県） 

構成市町村 解散 

倉敷市、総社市、浅口市、早島町、井原市、

高梁市、新見市、矢掛町、笠岡市、里庄町、

中国電力、中国四国農政局、国道事務所、

気象台 

岡山市、玉野市、赤磐市、真庭市、新

庄村、久米南町、美咲町、吉備中央町、

〔鏡野町〕、国道事務所、気象台 

岡山市、津山市、備前市、瀬戸内市、

美作市、和気町、鏡野町、勝央町、奈

義町、西粟倉村、〔赤磐市〕、〔美咲町〕、

国道事務所、気象台 

対  象  国直轄区間・県管理区間 国直轄区間・県管理区間 国直轄区間・県管理区間 

 ※〔   〕は、オブザーバーとして協議会に参加。 

   ＜考え方＞面積や人口等の多い協議会に委員参加、もう一方にオブザーバー参加。 

出典：吉井川・旭川水系大規模氾濫時の減災対策協議会、高梁川水系大規模氾濫時の減災対策協議会 幹事会資料-1 P42



高梁川水系では、平成30年7月豪雨の被害を受け
水系全体の関係機関でタイムラインを策定

（全国初の取組）

水系全体に拡大したタイムライン
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 平成30年7月豪雨災害時における、降雨や河川の水位、ダムの放流状況、避難指示
等の防災情報の提供のあり方が課題となった。

 河川の上・下流や本・支川間では、ダムの放流状況や流域に降る降雨の状況によ
り、河川水位の上昇・下降に時間差が生じるため、的確な避難行動や防災活動を
実施するためには、水系内の様々な関係機関が情報を共有し、連携・協力して、
的確なオペレーションができる仕組みが必要

⇒ 水系全体の関係機関を加えたタイムラインを検討

＜追加予定の自治体＞
玉野市、赤磐市、真庭市
新庄村、久米南町、美咲町、
吉備中央町



マルチハザードに対応したタイムラインの作成
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 昨年度検討会において、前線性降雨・中小河川洪水・土砂災害・高潮災害へのタイムライン
の適用について課題が上がった。

 前線性降雨は、運用基準を定め本出水期より運用を開始する。
 タイムラインを活用した出水対応の実施と合わせて、中小河川洪水・土砂災害・高潮災害の

マルチハザードへの対応に必要な行動項目の追加をお願いします。
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気象・台風情報の収集　【継続】 1
全般・地方・府県気象情報、台風情報、台風5日
進路予報、週間予報の確認

○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

気象警報・注意報情報の収集　【継続】 2 警報級の可能性の確認 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

（意思決定1） -72h

3 タイムライン内部会議（仮）の調整 ◎ ◎ ◎

4 大雨警報の発表見込みの設定 ◎ ○

5
台風進路予測、大雨警報の発表見込み等から
0hの設定

○ ○ ◎

6 防災体制のスケジュールの設定 ○ ○ ◎

7 TL立ち上げ（レベル1移行）の周知 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 今後の方針の周知 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

行動項目
（第1階層）

行動細目
（第2階層）

No
行動手順・内容

（第3階層）

（情報収集1）

意思決定の周知

・3日後に台風や大雨が岡
山市に影響する恐れ

TL立ち上げ（レベル1移行）の意
思決定

タイムライン内部会議（仮）による今後の方
針の検討
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・3日後に台風や大雨が岡
山市に影響する恐れ

情報の収集

【継続】：以降の全レベルでタイムライン体制解除まで継続する行動

旭川水害タイムライン《平成30年度版》【詳細版】
台風第　 号　 月  日～  日

TL
レベル

目標

時
間
の
目
安

情報・状況

対応行動 実施状況チェック欄

開始
時刻

終了
時刻

-72h

各レベル毎に設けている空欄行に追加をお願いします。
（例：土砂災害警戒情報の収集（土砂）、避難勧告の判断（土砂） 等）



今後の検討スケジュール
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令和元年6月～9月

検討会 第11回 令和元年6月14日 「■運用の確認」

検討会 第12回

検討会 第13回

出水期運用

令和元年11月頃予定 「■出水対応の振り返り」（合同）

令和2年2月頃予定 「■TL改善」「■設置要綱の改正」

前線性降雨を考慮したタイムラインの運用開始

旭川水害タイムライン《令和元年度版》

各機関でマルチハザードタイムラインに向けた
行動項目の追加検討

運用を踏まえた改善 マルチハザード対応 水系全体への拡大

水系全体の関係機関を
加えたタイムライン

の検討開始

＜従来の旭川水害タイムライン参加機関＞ ＜新規参加機関＞

既往タイムラインを踏まえた
役割の記入、行動項目の追加

勉強会 第1回

勉強会 第2回
他機関との連携事項、既往機
関との調整事項の確認
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